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用語解説

あ行

ＩＣＴ

Information & Communications Technologyの略。情報通信技術のことで、ネットワー

クを利用して多様なコミュニケーションを行います。

悪性新生物

悪性腫瘍のことです。一般的に「がん」と言われ、何らかの原因により、変化した悪性

の細胞が臓器内で増殖や転移し、周囲の正常な組織を破壊する腫瘍です。

ＨＤＬコレステロール

善玉コレステロールと呼ばれ、血管壁に付着した余分なコレステロールを回収し、肝臓

へ運ぶ働きをします。ＨＤＬコレステロールが減少すると、コレステロールが血管壁に蓄

積し、動脈硬化を進行させます。

コレステロールは細胞膜やホルモンの原料となる重要なものです。多くは肝臓で作られ、

末梢までで運ばれます。このコレステロールが過剰になると、動脈硬化を進行させる原因

となります。

ＮＧＳＰ

ＨｂＡ1ｃの表記方法の1つで国際標準値。日本糖尿病学会では、2012年4月1日より日常

の診療において使用しています。

ＬＤＬコレステロール

悪玉コレステロールと呼ばれ、肝臓で合成され、全身にコレステロールを運ぶ働きをし

ます。増加すると、血管壁に蓄積し、動脈硬化の原因となります。

か行

虚血性心疾患

心臓の筋肉(心筋)に酸素や栄養を含む血液を送っている血管(冠状動脈)が動脈硬化など

の原因で狭くなったり、閉塞したりして、心筋に血液が送られなくなり起こる疾患のこと

で、狭心症や心筋梗塞などの総称です。

狭心症は動脈硬化などで血管が狭くなり、心筋に必要な酸素や栄養が不足し、胸に痛み

を感じる状態です。心筋梗塞は動脈硬化がさらに進み、冠状動脈が完全にふさがり、血流

が途絶え、心筋が壊死した状態です。重症になると、命にかかわる危険な状態となること

もあります。
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高血圧症

安静の状態で正常範囲より高い血圧が慢性的に続く状態のこと(高血圧とは血圧が正常

範囲を超えたという1つの症状)。血圧は、心臓が収縮して血液を送り出すときに最大とな

り、これを最大血圧あるいは収縮期血圧といい、心臓と大動脈の間にある大動脈弁が閉じ

て心臓から送り出される血液が止まったときに血圧は最小となり、これを最小血圧あるい

は拡張期血圧といいます。

後発医薬品(ジェネリック医薬品)

特許期間が満了した後で発売する、成分が等しく値が安い医薬品。一般的に研究開発に

要する費用が低く抑えられることから、先発医薬品に比べて薬価が安いといわれています。

高齢化率

65歳以上人口が総人口に占める割合。高齢化率が21%を超えると超高齢社会といいます。

国民健康保険データベースシステム(ＫＤＢシステム)

国民健康保険の保険者等から委託を受けて、国民健康保険団体連合会及び国民健康保険

中央会において、データを共同処理するもの。医療費・特定健康診査情報等のデータを全

国・東京都・同規模保険者間で比較できます。紙レセプトを含まないこと、修正変更の反

映時期の違いなどにより、決算や法定報告とは値が異なることがあります。

さ行

最大医療資源傷病名

医療レセプトデータから最も医療資源(診療行為、医薬品、特定器材)を要した疾病のこ

と。ＫＤＢシステムでは主傷病名を「最大医療資源」の考え方に基づき決定し、一部の傷

病分析に採用しています。

脂質異常症

血液中に含まれる脂質(ＬＤＬコレステロールや中性脂肪など)が多くなりすぎ、または

ＨＤＬコレステロールが低い状態のこと(以前は高脂血症といわれていました。)。動脈硬

化を起こしやすく、心筋梗塞などのリスクが高くなります。

出現率

特定健康診査の結果から、メタボリックシンドローム予備群及び該当者、特定保健指導

の対象者の割合を算出した数値のこと。



118

人工透析

腎臓病(腎不全)の患者に対して、腎臓の機能を代行する治療法で、腎臓の機能が低下し

た患者の血液から人工的に老廃物を除きます。

腎不全

腎機能が大幅(正常の30%以下)に低下し、尿として排泄されるべき老廃物(血液中の不要

なものや余分な水分など)を十分に排泄できなくなり、血液中にたまる状態のこと。急性

と慢性があり、進行して慢性腎不全になると、腎機能の回復は不可能となります。原疾患

として糖尿病性腎症や、高血圧に起因する腎硬化症があり、初期には症状がなく健診のク

レアチニン値や尿たんぱくなどで早期発見が可能で、生活習慣改善で予防が可能です。

診療報酬明細書(レセプト)

医療機関が医療費などを保険者に請求するための書類で、病名、薬剤名、検査名などの

医療費の明細が記載されています。

た行

積極的支援

特定健康診査の結果、健診結果や問診に基づいて生活習慣改善の必要性が高い人(リス

クが重なりだした段階)に行われる保健指導のこと。健診結果の改善に向け、取り組むべ

き目標、実践が可能な行動目標を本人が選択し、継続的に実行できる支援が行われます。

生活習慣病

生活習慣が原因で発症すると考えられる疾患のこと。偏った食生活、運動不足(身体活

動量の不足)、喫煙、過度の飲酒やストレスなどの生活習慣が重なることで、発症するリ

スクが高まります。生活習慣病には、心臓疾患、脳卒中、糖尿病、高血圧症、脂質異常症

などがあげられます。

地域包括ケア

高齢者が住み慣れた地域でできる限り継続して生活を送れるように支えるために、個々

の高齢者の状況やその変化に応じて、介護サービスを中核に、医療サービスをはじめとす

るさまざまな支援(住まい、医療、介護、予防、生活支援)を、継続的かつ包括的に提供す

る仕組みをいいます。
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中分類

社会保険表章用疾病分類表に基づき119に分類される疾病の総称のこと。「社会保険表

章用疾病分類」とは、世界保健機関(WHO)より公表されている「疾病及び関連保険問題の

国際統計分類」(略称、国際疾病分類：ICD)に準じて定められたものであり、社会保険の

分野で疾病統計を作成する際の統一的基準として広く用いられているものです。中分類は、

社会保険表章用疾病分類表に基づき19に分類される疾病の総称である大分類からさらに分

類されたもので、さらに詳細な分類として小分類があります。

動機付け支援

特定健康診査結果や問診に基づいて生活習慣改善の必要性が中程度の人(リスクが出現

し始めた段階)に行われる保健指導のこと。生活習慣の改善点や取り組むべき行動に気づ

き、自ら目標設定して行動できるような支援が行われます。

同規模

総務省の「市区町村の類似団体区分」を参考に、ＫＤＢシステムにおける保険者を人口

規模等で13区分に設定し、同規模保険者を政令指定都市1区分、中核市1区分、特例市1区

分、一般市4区分、町村5区分、国民健康保険組合1区分に分類したものです。

武蔵野市の場合には、市として10～15万人規模の全国の都市が同規模の対象となってお

り、東京都では、青梅市、昭島市、小金井市、国分寺市、東久留米市、多摩市が対象とな

ります。

糖尿病

血液中のブドウ糖(血糖)をコントロールするホルモン(インスリン)の分泌量が少なく

なったり、働きが悪くなることにより、血糖が必要以上に濃くなり、高血糖の状態となる

こと。症状が進行すると糖尿病性腎症や動脈硬化を招きます。糖尿病には、インスリンの

分泌が出来ないために起きる「1型糖尿病」と、生活習慣などが原因でインスリンの作用

不足のため起きる「2型糖尿病」と2種類あります。糖尿病は生活習慣病の1種であり、

偏った食生活や運動不足などを見直し改善することで、発症予防することが可能です。

特定健康診査

平成20年4月から開始された、40歳～74歳の被保険者を対象とするメタボリックシンド

ローム(内臓脂肪症候群)に着目した健康診査のこと。40歳台から増える生活習慣病や循環

器疾患を早期に発見することを目的として実施しています。

特定保健指導

特定健康診査結果から、生活習慣病の発症リスクが高く、生活習慣の改善による生活習

慣病の予防効果が多く期待できる方等を対象に実施される保健指導です。
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な行

脳血管疾患

脳の血管の異常により引き起こされる病気の総称。脳出血、脳梗塞、一過性脳虚血発作、

クモ膜下出血等があり、それぞれに多くの原因疾患があります。脳出血の大部分は高血圧

性脳内出血で、脳梗塞は脳血栓と脳塞栓に分けられ、脳塞栓の原因としては心疾患がもっ

とも多いとされています。

は行

ＢＭＩ

Body Mass Indexの略語で、体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)で計算された数値のこと。日

本肥満学会では、22を標準とし、18.5未満を痩せ、25以上を肥満としています。過度の肥

満は、糖尿病、脂質異常症、高血圧症、心臓病、胆石症、脂肪肝、関節炎などの病気にな

りやすく、手術のときの危険も大きくなります。

被保険者1人当たり医療費

総医療費を被保険者数で除した値のことです。

標準化死亡比(ＳＭＲ)

基準死亡率(人口10万対の死亡数)を対象地域に当てはめた場合に、計算により推測され

る死亡数と実際に観察された死亡数とを比較するもの。死亡率は通常、年齢によって大き

な違いがあることから、異なった年齢構成や地域別の死亡率を、比較する際に使用され、

国の平均を100としています。

ＨｂＡ1ｃ(ヘモグロビンエーワンシー)

赤血球中のヘモグロビンにブドウ糖(血糖)が結合したものをいい、過去1～2か月の平均

的な血糖の状態を示しています。

法定報告

高齢者の医療の確保に関する法律第142条の規定に基づく社会保険診療報酬支払基金へ

の特定健康診査・特定保健指導の実施結果の報告のこと。報告対象者は、同法の定める特

定健康診査・特定保健指導の対象者から、年度中の資格喪失者、及び厚生労働大臣が定め

る除外者を除いたものです。

ポピュレーションアプローチ

健康障害を引き起こす危険因子を持つ集団のうち、集団全体に対して働きかける方法や

環境整備のこと。それに対し、危険度がより高い者に対して、その危険度を下げるよう働

きかけをして病気を予防する方法をハイリスクアプローチと呼びます。
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ま行

メタボリックシンドローム(内臓脂肪症候群)

肥満、特に内臓に脂肪が蓄積した肥満が原因となり、様々な疾患が引き起こされる状態

のこと。これらの疾患は高血圧症、脂質異常症、糖尿病などひとつひとつの症状は軽くて

も、複合すると心筋梗塞や脳梗塞のリスクが急激に増大することから注目されています。

診断基準の必須項目として腹囲があり、男性85センチ以上、女性90センチ以上がメタボ

リックシンドローム診断のカギとなります。

や行

有所見者

有所見とは、健康診査の結果における異常所見のことで、本計画では、保健指導判定値

を超えた場合のことをいいます。有所見者は、健康診査結果において、健診受診者の総数

に対して異常所見があった人のことを指します。

有所見率

健康診査の受診者のうち、有所見者の占める割合のことです。

ら行

レセプト1件当たり医療費

総医療費をレセプト件数で除した値のことです。


